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諸
外
国
に
比
べ
非
常
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で

高
齢
化
が
進
む
中
、
介
護
保
険
法
が
昨
年
1
2

月
9
日
、
国
会
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
介
護
保
険
の
運
営
は
各
市
町
村
に
委

ね
ら
れ
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
も
健
康
福
祉
課
を
中
心
に
、

平
成
1
2
年
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
介
護
保
険

制
度
を
順
調
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
た
め
、
本

格
的
な
準
備
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
は
、
4
0
歳
以
上
の
人
に
よ

る
一
定
の
負
担
の
も
と
に
、
介
護
の
必
要
な

高
齢
者
に
対
し
て
、
様
々
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　
昨
年
4
月
現
在
の
全
国
の
高
齢
化
率
（
全

人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
人
口
）
は
1
5
・

4
％
、
新
潟
県
は
m
・
3
％
、
十
日
町
市
に

い
た
っ
て
は
2
1
・
1
％
と
い
う
高
い
率
に
な

っ
て
い
ま
す
。
昭
和
60
年
の
市
の
高
齢
化
率

が
1
3
・
3
％
で
す
か
ら
、
1
0
年
余
り
の
間
に

約
8
％
も
上
昇
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
4

人
に
一
人
が
高
齢
者
と
い
う
時
代
は
す
ぐ
そ

こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
迫
り
く

る
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
介
護
保
険
制
度

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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　今私たちは、急速な高齢化社会、少子化、家庭に

おける介護力の低下といった現実に直面しています。

そして、このことは将来にわたり、より一層著しい

傾向を示すものと予想されています。今のままでは、

介護が必要になった時に、家族だけで介護を行うこ

とはより一層困難になっていくばかりではなく、社

会保障制度そのものが行き詰まってしまうことにな

ります。平成12年4月からスタートする介護保険制

度は、将来にわたり国民の老後の最大の不安要因で

ある介護と社会保障を、社会全体で支え合う制度と

いうことができます。

誰
が
運
営
す
る
の
？

保
険
者
は
各
市
町
村
で
す
。

　
介
護
保
険
制
度
の
運
営
は
、
各
市
町
村
で
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
や
県
は
運
営
す
る
市
町
村
を
各
方

面
か
ら
支
援
し
ま
す
。

加
入
の
対
象
者
は
？

加
入
の
対
象
者
（
被
保
険
者
）
は
4
0
歳
以
上
の

人
で
す
。

　
6
5
歳
以
上
の
人
が
第
1
号
被
保
険
者
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
4
0
～
6
5
歳
未
満
の
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
が
第
2
号
被
保
険
者
に
な
り

ま
す
。保

険
料
と
そ
の
支
払
い

　
　
　
方
法
は
ど
う
な
る
の
？

　
被
保
険
者
が
保
険
料
を
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
は
所
得
の
状
況
な
ど

に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

▼
6
5
歳
以
上
の
人
（
第
1
号
被
保
険
者
）

　
年
金
を
一
定
額
以
上
受
給
し
て
い
る
人
は
、

支
給
さ
れ
る
年
金
の
支
払
額
の
中
か
ら
天
引
き

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
人
は
各
市
町
村
に
個

別
に
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
金
額
は
、
市
町
村
ご
と
に
設
定
さ
れ
ま
す
。

1
か
月
当
た
り
2
、
5
0
0
円
程
度
（
平
成
7

年
度
の
価
格
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際

の
金
額
は
市
町
村
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
よ
り
決

ま
り
ま
す
。

▼
4
0
～
6
5
歳
未
満
の
人
（
第
2
号
被
保
険
者
）

　
健
康
保
険
組
合
や
国
民
健
康
保
険
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
算
定
方

法
に
よ
っ
て
額
が
決
ま
り
ま
す
。
支
払
い
も
医

療
保
険
料
と
一
括
で
す
。

　
健
康
保
険
組
合
で
は
、
保
険
料
の
半
分
を
事

業
主
が
負
担
し
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険

で
は
、
保
険
料
と
同
額
の
国
庫
負
担
が
あ
り
ま

す
。サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
人
は
？

　
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
な
ど
で
介
護
を
必
要
と

す
る
人
（
要
介
護
者
）
、
支
援
を
必
要
と
す
る
状

態
に
な
っ
た
人
（
要
支
援
者
）
が
サ
ー
ビ
ス
の

対
象
者
に
な
り
ま
す
。

▼
6
5
歳
以
上
の
人
（
第
1
号
被
保
険
者
）

　
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
な
ど
で
入
浴
、
排
せ
つ
、

食
事
な
ど
の
日
常
の
生
活
動
作
に
つ
い
て
常
に

介
護
を
必
要
と
す
る
人
。
ま
た
は
、
家
事
や
身

支
度
な
ど
の
日
常
生
活
に
支
援
を
必
要
と
す
る

人
で
す
。

▼
4
0
～
6
5
歳
未
満
の
人
（
第
2
号
被
保
険
者
）

　
初
老
期
痴
ほ
う
、
脳
血
管
障
害
な
ど
の
老
化

に
伴
う
病
気
に
よ
っ
て
介
護
な
ど
が
必
要
に
な

っ
た
人
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
の

　
　
　
　
負
担
は
ど
う
な
る
の
？

　
原
則
と
し
て
、
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
費
用
の

1
割
が
自
己
負
担
（
利
用
者
負
担
）
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
の
食
費
は

自
己
負
担
に
な
り
ま
克
魁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
疹
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嫌
灘
＼
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サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
？

　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

在　宅　サ　ー　ビ　ス 施設サービス
◆訪問介護（ホームヘルプ）　　　◆訪問入浴 ◆介護老人福祉施設

◆訪問看護　　　　◆訪問リハビリテーション （特別養護老人ホーム）

◆日帰りリハビリテーション（デイケア）

◆居宅療養管理指導（医師による訪問指導など） ◆介護老人保健施設

◆日帰り介護（デイサービス） （老人保健施設）

要介護者
◆短期入所生活介護（ショートステイ）

◆短期入所療養介護（ショートステイ） ◆介護療養型医療施設

◆痴ほう対応型共同生活介護 ・療養型病床群

（痴ほう性老人のグループホーム） ・老人性痴呆疾患療養病棟

◆有料老人ホームなどにおける介護 ・介護力強化病院

◆福祉用具の貸与・購入費の支給 （施行後3年間）

◆住宅改修費の支給（手すり、段差の解消など）

要支援者 ◆同上（痴ほう性老人のグループホームを除く） ◆要支援者は施設入所はできません

7
月
か
ら

　
　
　
実
態
調
査
を
始
め
ま
す

　
こ
の
実
態
調
査
は
、
介
護
保
険
制
度
を
実
効

あ
る
制
度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
た
め
に
策

定
さ
れ
る
、
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
の
基

礎
調
査
と
な
る
も
の
で
す
。

　
調
査
の
期
間
は
7
月
か
ら
1
0
月
ま
で
で
す
。

▼
調
査
の
方
法

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
6
5
歳
以
上
の
人
を
、

約
3
千
人
ほ
ど
無
作
為
に
抽
出
し
ま
す
。

②
対
象
者
の
抽
出
に
あ
た
っ
て
は
、
要
介
護
者
、

要
支
援
者
、
在
宅
、
施
設
入
所
の
別
な
ど
に
偏

り
が
な
い
よ
う
に
配
慮
し
ま
す
。

③
調
査
員
が
対
象
者
を
個
別
訪
問
し
、
必
要
事

項
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
い
ま
す
。

④
調
査
の
種
類
は
高
齢
者
一
般
調
査
、
要
援
護

高
齢
者
需
要
調
査
（
在
宅
）
、
要
援
護
高
齢
者
需

要
調
査
（
施
設
）
、
若
年
者
調
査
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
待
機
者
調
査
と
な
っ
て
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
別
々
の
調
査
票
を
使
用
し
ま
す
。

⑤
調
査
結
果
を
集
計
、
分
析
し
て
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
6
年
3
月
に
「
十
日
町
市
保

健
医
療
福
祉
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
つ
い
て
も
、
介
護
保
険
事
業
計
画

と
整
合
の
と
れ
た
内
容
に
す
る
た
め
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

　
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
広
報
、
広
聴
会
な
ど

を
通
し
て
市
の
取
り
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

と
保
健
医
療
福
祉
総
合
計
画
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
民

が
主
体
に
な
っ
て
構
成
す
る
計
画
策
定
委
員
会

を
設
置
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
市
の
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
作
り
上
げ
た
諸
案
に
つ
い
て
、
こ
の
策
定
委

員
会
よ
り
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

響傘

　　鵡

●要介護認定とサービスの利用方法●
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譲
肇
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介
護
が
必
要
な
高
齢
者
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ζ
o

畢
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警
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介護サービス計画
　本人の希望を尊重して介護
　支援の専門員がサービスの
　利駕計画をつくります

などが申請

畠
　　　まコ●本人や家族

ミ

露

饗

隻

豊

璽講
定認

市
町
村

訪問調査
　市町村の職員な
　どが訪問し、食
　事や入浴などの
　臼常の生活動作
　を調査します。

かかり

つけ医の
意見書

　　　　　介護認定審査会
　　　　　（保健・医療・福祉の学識経験者による判定）

訪問調査の結果と、かかりつけ医の意見書に基づき、要介
護状態・要支援状態か否か、及びその程度を判定します。

　（要介護の審査判定は広域的実施や都道府県への委託もできます）
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「
皆
さ
ん
は
、
市
政
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
提
案
や
疑
問
を

お
持
ち
で
す
か
。
ま
た
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
い

て
み
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
。
そ
ん
な
市
民
の
皆
さ
ん
と

市
政
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、
市
で
は
様
々
な
広
報
広
聴
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
「
や
さ
し
さ
と
ふ
れ
あ
い
に
満
ち
た
活
力
あ
ふ

れ
る
都
市
（
ま
ち
）
づ
く
り
」
に
向
け
て
皆
さ
ん
か
ら
の
提
案

や
、
申
し
込
み
の
嚇
二
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
お
手
紙

　
　
　
　
　
く
だ
さ
い

　
「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
、
市
政
に

対
し
て
意
見
や
質
問
等
の
あ
る
皆
さ

ん
が
、
市
長
宛
に
直
接
手
紙
を
出
し

て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　
こ
の
手
紙
は
、
市
が
用
意
し
た
料

金
着
払
い
の
「
専
用
用
紙
」
、
あ
る
い

は
封
筒
や
ハ
ガ
キ
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
専
用
用
紙
や
封
筒
は
、
切
手
を

は
ら
ず
に
「
ふ
れ
あ
い
ボ
ッ
ク
ス
」

に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
専
用
用
紙

と
ボ
ッ
ク
ス
は
市
内
各
所
に
あ
り
ま

す
。　
皆
さ
ん
か
ら
の
手
紙
は
、
①
市
長

が
ま
ず
確
認
し
て
か
ら
各
担
当
課
で

回
答
案
文
を
作
成
し
ま
す
。
②
そ
の

案
文
に
市
長
が
加
除
を
加
え
ま
す
。

③
そ
の
後
、
正
式
な
回
答
文
章
に
し

て
ー
か
月
以
内
に
お
返
し
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
手
紙
に
は
必
ず
氏
名
・

住
所
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
度
、
寄
せ
ら
れ
た
手
紙
に
つ

い
て
は
下
段
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
「
ふ
れ
あ
い
ボ
ッ
ク
ス
」
設
置
場
所

　
①
市
役
所
入
口
正
面
②
市
民
会
館

③
博
物
館
④
川
治
地
区
公
民
館
⑤
中

条
地
区
公
民
館
⑥
吉
田
地
区
公
民
館

⑦
下
条
地
区
公
民
館
⑧
水
沢
地
区
公

民
館
■
「
専
用
用
紙
」
配
備
場
所

　
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所
の
①
～
⑧
の

ほ
か
に
、
⑨
西
部
会
館
⑩
江
道
猿
倉

集
落
セ
ン
タ
ー
⑪
新
座
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
⑫
大
井
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
⑬
高
山
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
⑭
飛
渡
地
区
公
民

館
⑮
八
箇
集
落
セ
ン
タ
ー
⑯
羽
根
川

荘
⑰
吉
田
集
会
所
⑱
東
下
組
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
⑲
平
成
園
に
あ
り
ま
す
。

　
　
お
電
話

　
　
　
　
　
く
だ
さ
い

　
「
暖
和
室
（
だ
ん
わ
し
つ
）
」
。
あ

た
た
か
い
雰
囲
気
で
な
ご
や
か
に
市

長
と
話
し
合
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、

こ
の
よ
う
な
名
前
を
付
け
ま
し
た
。

暖
和
室
は
、
①
皆
さ
ん
か
ら
市
長
室

に
来
て
い
た
だ
く
「
お
ま
ち
し
て
ま

す
暖
和
室
」
②
市
長
が
地
区
の
集
会

施
設
等
へ
出
か
け
て
い
く
「
お
じ
ゃ

ま
し
ま
す
暖
和
室
」
の
二
つ
の
や
り

方
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
は
、
個
人
や
団
体
、
グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ん
で
す
。
希
望
さ
れ
る
場

合
は
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
「
お
ま
ち
し
て
ま
す
暖
和
室
」

　
期
間
　
平
成
n
年
2
月
ま
で
（
8

　
月
は
休
み
）
※
開
催
日
は
毎
月
市

　
報
1
0
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
時
間
　
午
後
7
時
～
9
時
（
1
組

　
5
0
分
、
1
回
に
つ
き
2
組
）

　
会
場
　
市
長
室

■
「
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
暖
和
室
」

　
期
問
　
前
記
と
同
じ

　
時
間
　
お
お
む
ね
1
時
問
（
昼
・

　
夜
を
問
わ
ず
）

　
会
場
　
指
定
さ
れ
た
場
所

〆〆　麓
　／　鞍識昨〆　ぐ年〆　瀞◎
審／講澱
さ　　ド　嘘

盛罰饗
蕃昼んな手紙を
苫　鷲ただきました

れ／』

　
　
　
　
　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
市
長
へ
の
手
紙
は
計
4
1
通
で
し
た
。

こ
の
う
ち
市
内
か
ら
3
8
通
、
市
外
か

ら
3
通
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
市

外
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
う
ち
の
2
通
は

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
手
紙
に
は
1

通
で
複
数
の
ご
指
摘
も
あ
り
ま
し
た

の
で
、
ご
意
見
や
提
言
の
延
べ
数
は

49

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
提
言
内
容

の
内
訳
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
公
共
施
設
の
設
置
・
管
理
運
営
に

関
す
る
提
言
が
最
も
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
内
容
も
施
設
の
新
設

要
望
の
み
な
ら
ず
、
環
境
美
化
や
利

用
効
率
の
向
上
を
提
言
し
た
も
の
が

中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
多
か
っ
た
の
が
「
日
本
一
の

健
康
都
市
づ
く
り
」
を
目
標
に
十
日

町
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
福
祉
政
策

に
関
す
る
ご
意
見
や
提
言
で
し
た
。

　
こ
の
中
で
は
昨
年
1
2
月
に
策
定
さ

れ
た
「
十
日
町
市
新
長
期
発
展
計

画
・
基
本
計
画
」
に
関
し
、
市
の
基

本
姿
勢
を
た
ず
ね
る
も
の
や
、
障
害

者
福
祉
へ
の
具
体
的
な
整
備
に
つ
い

て
多
く
の
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
方
、
職
員
の
接
遇
態
度
へ
の
お
叱

り
な
ど
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
姿
勢

を
正
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
指
摘
も

4
件
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

平成9年度の「市長への手紙」内容一覧
　　　　　　　　　　　　　　（延べ件数49件）

●公共施設の設置・管理運営の改善を（タバコ販売

　機撤去、公民館・体育館移転、公園の維持管理、

　駅の美化、公園のトイレ整備）一一一…・一一・8件
●児童・高齢者・障害者対策について（施設整備、

　制度拡充要請、市の基本姿勢確認）・一一・一一7件
●職員の接遇態度を改善せよ一…一一…一…一一一4件
●公共工事への質問・苦情・一一・一一一・一一一一一3件

●大好き十日町会の運営方法見直しを・一一・一一一2件

●ゴミ分別について（細分化、ごみ袋改善）一一一2件
●ボランティア整備と参加促進一一一・一一・・一一2件

●市・団体職員の待遇を改善してほしい一一・一・一2件

●激励文一一一一一一・・…一・一一一・一◎一・一一一一2件

●情報公開・インターネットの積極活用を一一一一2件
●公害への苦情と対応要請・一一一一一一・一一一・一1件

●信号機・カーブミラーの設置要請・一一一一一一曝・1件

●高齢世帯への嘱託員委嘱の見直しを一一・・一一一1件

●青年学級のコース拡充一…一一・一一・一一一一一1件

●除雪の要請一一一一一・一・一・一・一一一一・9一一一1件

●田口玄一博士に学ぽう一一一一一一・一・一一一1件
●窓口の土日曜、時間外対応を一一一・…一一・・一一1件

●その他一・一一一・一一U一一・一一一一・◎一一一一一8件
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試
験
の
方
法

〔
第
1
次
試
験
（
筆
記
試
験
）
〕

■
期
日
8
月
1
6
日
㈲

■
会
　
場
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
一
般
事
務
上
級
、
土
木
上
級
・
中

級
、
建
築
、
保
健
婦
（
士
）
…
教

養
試
験
、
専
門
試
験
、
作
文

▼
一
般
事
務
初
級
…
教
養
試
験
、
適

性
検
査
、
作
文

〔
第
2
次
試
験
（
面
接
）
〕

■
期
　
日
　
9
月
中
旬

■
会
　
場
　
市
役
所

　
　
　
採
用
及
び
給
与

■
採
　
用
　
平
成
n
年
4
月
1
日

■
初
任
給
　
受
験
資
格
取
得
後
す
ぐ

　
に
採
用
さ
れ
た
人
（
平
成
1
0
年
4

月
1
日
現
在
）

▼
一
般
事
務
上
級
、
土
木
上
級
、
保

健
婦
（
士
）
：
i
7
3
、
0
0
0
円

▼
土
木
中
級
…
1
5
0
、
5
0
0
円

▼
一
般
事
務
初
級

　
　
　
　
　
：
i
4
0
、
7
0
0
円

▼
建
築
（
一
級
）

　
　
　
　
　
…
1
9
2
、
8
0
0
円

▼
建
築
（
二
級
）

　
　
　
　
　
…
1
6
2
、
5
0
0
円

　
　
　
申
込
手
続
き

企
画
人
事
課
人
事
秘
書
係
へ
次
の

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
同
係
に

　
あ
り
ま
す
）

②
最
終
卒
業
学
校
（
1
年
制
専
門
学

　
校
の
場
合
は
高
等
学
校
）
の
成
績

　
証
明
書

※
卒
業
見
込
者
は
最
近
ま
で
の
も
の

③
来
年
3
月
卒
業
見
込
者
は
、
卒
業

　
見
込
証
明
書

④
建
築
、
保
健
婦
（
士
）
は
免
許
証

　
の
写
し
（
取
得
見
込
者
を
除
く
）

　
　
　
申
込
み
期
間

　
6
月
2
6
日
團
か
ら
7
月
24
日
働
ま

で
の
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
5
時

15

分
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
休
日
を

除
く
）
。
た
だ
し
、
郵
送
の
場
合
は
7

月
2
4
日
当
日
消
印
有
効
。

職 灘 講鍵鑛鍛 藁、験、．嚢　　鞭　．

も11 学校教育法による大学卒業者（来
上
級
少人
な程
く度

年3月卒業見込者を含む）で、昭

和43年4月2日以降に生まれた人
一 と一

般
もた
4だ 学校教育法による高等学校卒業者

事
　
務

初

人咳
は
採上
用
級
　
o

（来年3月卒業見込者を含む）、ま

たは短期大学・専門学校卒業者（来

年3月卒業見込者、在学者を含む）
級 予初
塞級 で、昭和52年4月2日以降に生ま
と れた人

学校教育法による大学の土木専門
上 課程の卒業者（来年3月卒業見込

級 者を含む）で、昭和43年4月2日

土
以降に生まれた人

2人 学校教育法による短期大学・高等

木 中
専門学校・専門学校の土木専門課

程の卒業者（来年3月卒業見込者

を含む）で、昭和43年4月2日以
級

降に生まれた人。ただし、大学卒

業者を除く

一級または二級建築士の免許取得

建 築 1人 者で、昭和43年4月2日以降に生

まれた人

保健婦（士）の免許取得者（平成

11年実施の国家試験による免許取
保健婦（士） 1人

得見込者を含む）で昭和43年4月

2日以降に生まれた人

■
職
種
・
採
用
予
定
人
員

　
消
防
士
若
干
名

■
受
験
資
格

①
高
等
学
校
卒
業
者
で
、
昭
和
4
8
年

　
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
子

　
（
平
成
n
年
4
月
1
日
現
在
2
5
歳

　
以
下
の
人
）

②
身
長
1
6
0
㎝
以
上
、
胸
囲
は
お

　
お
む
ね
身
長
の
2
分
の
1
以
上
、

　
体
重
5
0
㎏
以
上
、
視
力
両
眼
の
場

　
合
0
・
8
以
上
、
1
眼
の
場
合
そ

　
れ
ぞ
れ
0
・
5
以
上
（
矯
正
視
力

　
可
）
で
色
神
正
常
、
身
体
強
健
な

　
人
③
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
管
内

　
　
（
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、

　
中
里
村
、
松
代
町
、
松
之
山
町
）

　
に
居
住
可
能
な
人

■
試
験
の
期
日
・
方
法

▼
第
－
次
試
験
　
8
月
2
3
日
㈲
（
教

　
養
試
験
、
適
性
検
査
、
作
文
、
体

　
力
診
断
）

▼
第
2
次
試
験
　
9
月
上
旬
（
面
接
）

※
場
所
及
び
時
間
は
、
受
験
者
に
別

途
通
知
し
ま
す
。

・
採
用
及
び
給
与

▼
採
　
用
　
平
成
n
年
4
月
1
日
の

　
予
定

▼
給
与
等
　
十
日
町
地
域
広
域
事
務

　
組
合
一
般
職
員
の
給
与
支
給
に
関

　
す
る
条
例
に
よ
り
初
任
給
が
決
定

　
さ
れ
ま
す
。

■
申
込
み
手
続
き
　
十
日
町
地
域
消

　
防
本
部
総
務
課
へ
次
の
書
類
を
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
受
験
申
込
書
（
十
日
町
地
域
消
防

　
本
部
総
務
課
、
消
防
署
西
分
署
・

　
南
分
署
、
消
防
署
松
代
分
遣
所
・

　
松
之
山
分
遣
所
に
あ
り
ま
す
。
受

　
験
申
込
書
の
請
求
は
土
・
日
曜
日
、

　
時
間
外
で
も
可
）

②
最
終
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書

　
（
卒
業
見
込
者
は
在
学
年
最
新
の

　
も
の
）
※
専
門
学
校
不
可
（
高
等

　
学
校
、
短
大
、
大
学
の
も
の
を
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
）
た
だ
し
、
採

　
用
予
定
者
に
な
っ
た
場
合
は
専
門

　
学
校
の
成
績
証
明
書
を
提
出
し
て

　
も
ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
み
期
問
　
7
月
1
6
日
㈲
か
ら

　
8
月
7
日
働
ま
で
の
午
前
8
時
3
0

　
分
か
ら
午
後
5
時
1
5
分
ま
で
（
土
・

　
日
曜
日
、
休
日
を
除
く
）
。
た
だ
し
、

　
郵
送
申
込
み
の
場
合
は
8
月
7
日

　
の
消
印
有
効
。

5　　平成10年6月25日号

1



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉢¶ ；翻
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ヤ
＼
脈
、
＼
－
－
、

懇
灘，溝1

蝋・“ご＼

叙＼
♪卜＼’き

．
　
馬
＼

無

個人に投票選挙区選挙
政党に投票比例代表選挙

　
第
1
8
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
6
月
2
5
日

㈲
に
公
示
さ
れ
、
7
月
1
2
日
㈲
が
投
票
日
と
な

り
ま
す
。
ま
た
今
回
の
選
挙
か
ら
、
公
職
選
挙

法
の
改
正
を
受
け
、
不
在
者
投
票
制
度
の
改
善

や
投
票
時
間
の
午
後
8
時
ま
で
の
延
長
（
一
部

投
票
所
を
除
く
）
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

①

候
補
者
名
を
書
い
て
投
票

○
次

選挙区選挙
（投票用紙は黄色）

②

政
党
名
を
書
い
て
投
票

○
砦

比例代表選挙
（投票用紙は白色）

　この選挙は、新潟県選出議員選挙と比例代表選出議員

選挙があり、2回投票することになります。

①
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

　
る
人
。
7
月
1
2
日
現
在
で
満
2
0
歳
以
上
の
日

　
本
人
。

②
平
成
1
0
年
3
月
2
4
日
以
前
か
ら
十
日
町
市
に

　
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
。
3
月
2
5
日
以
降

　
の
転
入
者
は
前
住
所
地
の
市
町
村
で
投
票
す

　
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
選
挙
か
ら
投
票
時
間
が
午
後
8
時
ま

で
延
長
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
投
票
所

で
は
投
票
時
間
の
繰
り
上
げ
が
あ
り
ま
す
。
入

場
券
を
確
認
の
う
え
、
問
違
い
な
く
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
午
後
4
時
ま
で

　
・
十
日
町
市
公
民
館
津
池
分
館
（
新
規
）

　
・
庭
野
栄
松
様
宅

　
・
赤
倉
小
学
校

　
・
池
谷
集
会
所

　
・
飛
渡
第
2
小
学
校

　
・
飛
渡
第
2
小
学
校
枯
木
又
分
校

　
・
飛
渡
第
1
小
学
校
三
ツ
山
分
校

　
・
船
坂
部
落
公
民
館

　
・
レ
ス
ト
ラ
ン
ゆ
も
と

　
・
真
田
小
学
校

　
・
名
ケ
山
小
学
校

　
・
東
下
組
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

　
・
二
子
集
会
所

　
・
塩
野
集
会
所

　
・
野
中
小
学
校

　
・
鍬
柄
沢
集
会
所

　
・
当
間
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
・
野
中
小
学
校
大
石
冬
季
分
校

　
・
水
沢
小
学
校
南
雲
冬
季
分
校

　
・
馬
場
小
学
校
珠
田
分
校

▼
午
後
5
時
ま
で

　
・
細
尾
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
仕
事
・
旅
行
・
入
院
・
出
産
な
ど
で
投
票
日

に
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
手
続
き
　
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階
、
選
挙
事
務

室
に
入
場
券
（
届
い
て
い
る
場
合
）
を
持
参
し

て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
在
者
投
票
は
6
月
2
5
日
㈱
か
ら
7
月
1
1
日

出
ま
で
土
・
日
曜
日
も
含
め
、
午
前
8
時
3
0
分

か
ら
午
後
8
時
ま
で
受
付
け
ま
す
。

　
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
・
入
所
中

の
人
は
、
施
設
長
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

病
院
や
施
設
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
入
場
券
は
、
嘱
託
員
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し

ま
す
。
届
い
た
入
場
券
に
は
投
票
所
の
場
所
、

投
票
時
刻
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

開
票
場
麗
曝
．

　
　
　
　
　
　
　
総
合
体
育
館
、

　
今
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
開
票
は
、

7
月
1
2
日
㈲
午
後
9
時
か
ら
総
合
体
育
館
（
西

本
町
1
）
で
行
い
ま
す
。

■
問
合
せ
　
十
日
町
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
室
（
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階
費
5
7
1

3
1
1
1
内
線
5
1
1
・
5
1
2
夜
間

直
通
駆
i
3
1
1
9
）
へ
。
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低
温
予
測
に

　
　
　
　
　
　
備
え
よ
う

　
梅
雨
時
期
は
曇
り
や
雨
の
日
が
多
く
、
8
月

に
は
前
線
の
南
下
や
寒
気
の
影
響
で
天
候
が
ぐ

ず
つ
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
魚
沼
米
の
高

品
質
・
良
食
味
安
定
生
産
の
た
め
に
、
低
温
被

害
に
対
す
る
万
全
の
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
低
温
被
害
の
種
類
と
対
策

ω
障
害
型
冷
害
▼
主
に
、
生
殖
成
長
期
に
急
激

　
な
低
温
に
遭
う
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
被
害

　
で
す
。
穂
ば
ら
み
期
の
冷
害
と
出
穂
開
花
期

　
の
2
つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
不
稔

　
籾
が
多
発
し
ま
す
。
▼
対
策
①
気
象
予
報
に

　
注
意
し
、
穂
ば
ら
み
期
に
低
温
が
予
想
さ
れ

　
る
場
合
は
直
ち
に
深
水
に
す
る
②
稲
体
の
窒

　
素
含
有
率
が
高
い
と
被
害
が
大
き
く
な
る
の

　
で
、
窒
素
の
多
追
肥
は
控
え
る
③
高
地
で
は

　
冷
害
に
強
い
品
種
の
作
付
を
行
う
（
コ
シ
ヒ

　
カ
リ
は
標
高
4
百
m
以
上
で
は
作
付
し
な

　
い
）
。

②
遅
延
型
冷
害
▼
主
に
栄
養
成
長
期
間
の
低
温

　
で
育
成
が
遅
れ
、
成
熟
期
が
秋
冷
ま
で
遅
延

　
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
ま
す
。
登
熟
障
害

　
に
よ
る
減
収
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
▼
対

　
策
①
育
成
遅
延
を
防
ぐ
た
め
、
日
中
止
水
や

　
温
水
路
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
、
水
温

　
上
昇
に
努
め
る
②
多
窒
素
栽
培
は
育
成
遅
延

　
に
な
る
の
で
、
窒
素
の
施
用
を
控
え
、
り
ん

　
酸
を
増
肥
す
る
③
高
地
で
は
耐
冷
性
の
強
い

　
極
早
生
、
早
生
種
を
選
定
す
る
。
ま
た
中
苗

　
な
ど
の
健
苗
の
育
成
に
努
め
る
。

⑥
い
も
ち
型
冷
害
▼
冷
害
に
よ
っ
て
稲
の
生
理

　
機
能
が
低
下
し
た
と
こ
ろ
に
、
い
も
ち
病
が

　
大
発
生
す
る
被
害
。
遅
延
型
と
の
併
発
が
多

　
く
み
ら
れ
ま
す
。
▼
対
策
①
い
も
ち
病
予
防
・

　
防
除
の
徹
底
②
多
窒
素
栽
培
を
避
け
る
。

■
問
合
せ
　
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
盈
5
7
1
6
0
6
1
）
へ
。

情報館建設準備室からのお願い

同人誌の欠号を
　　　　　探しています
　情報館建設準備室では、来年秋の開館に

向けて、文芸部門（短歌、俳句、現代詩、

川柳など）の同人誌の収集を進めています。

しかし、市の所蔵には欠号が多く、発行し

て時間が経ったものほど入手が困難になっ

ています。下表は、戦前から戦後にかけて

発表された文芸同人誌のうち、現在探して

いるものの一覧です。寄贈いただける欠号

をお持ちの方は連絡をお願いします。

　このほかにも市内には多くの同人誌があ

るものと思われます。同人誌についての情

報もお寄せください。

ロ連絡先＝情報館建設準備室（学校町1・

　十日町市公民館内姪57－4137）へ。

乳
臓
．
繊
懸
躍
騰
藻
』

助
成
制
度
の
繕
糠
鐵
灘
蝋

　
十
日
町
市
で
は
乳
・
幼
児
の
保
護
者
の
経
済

的
な
負
担
軽
減
を
図
り
、
安
心
し
て
子
供
を
産

み
育
て
る
環
境
整
備
の
一
つ
と
し
て
、
医
療
費

の
一
部
を
保
護
者
に
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
乳
・
幼
児
が
入
院
や
通
院
を
し
た
場
合
、
次

の
よ
う
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

乳
児
医
療
費
助
成

■
対
象
年
齢
　
1
歳
未
満
児
（
出
生
日
か
ら
満

1
歳
に
達
し
た
月
の
末
日
ま
で
）

■
補
助
対
象
　
入
院
、
外
来

■
所
得
制
限
　
な
し

■
手
続
方
法
　
市
の
窓
口
で
申
請
す
る
と
「
受

給
者
証
と
県
単
医
療
内
訳
書
」
を
お
渡
し
し

ま
す
。
医
療
機
関
の
窓
口
に
「
保
険
証
」
と

　
一
緒
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
負
担
額
　
一
部
負
担
金
（
外
来
の
場
合
…
月

誌　　　名 発行所（者） 所有している巻号（）内は西暦

草　　　　萌 草萌研究会 1号（1947）～4号、9号

句　　　　集 北斗吟社 1949～1952、1954

同　人　集 俳道北斗吟社 28号（1953）、31～43号

北斗句報 新座北斗吟社 1937～1941

北斗句集 新座北斗吟社 1号（1935）～12号
北斗吟社句集 新座北斗吟社 5号（1934）、9号

混血児（現代詩） 不　　　　明 な　し

宥 庭野行雄 な　し

詩　文　化 庭野行雄 2号（1947）

樹　　　　氷 樹　氷　社 2号（1950）～4号

新詩歌研究 新詩歌研究会 1号（1946）～4号

スエ　ッ　ト 新詩歌研究会 1号（1946）、9～12号

人生　と詩 人生と詩社 1号（1946）、3号

妻有文化 人生と詩社 1号（1947）

たかや志 耕　　　　会 5号（1936）

津　　ま　里 妻有発行所 10号（1947）

妻　　　　有 十日町俳壇 6号（1965）～31号

妻有文芸 妻有文芸協会 1号（1946）、2号
波　　多　岐 波多岐山房 1946

北国文学 北国文学会 1号（1959）

の
初
回
か
ら
4
回
ま
で
受
診
毎
に
5
百
円
、

入
院
の
場
合
…
1
日
に
つ
き
ー
、
1
0
0
円
）

だ
け
で
済
み
ま
す
。

幼
児
医
療
費
助
成

■
対
象
年
齢
　
1
歳
～
3
歳
未
満

■
補
助
対
象
　
入
院

■
所
得
制
限
　
児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
所
得

制
限
額
を
採
用

■
手
続
方
法
　
7
月
か
ら
乳
児
医
療
費
助
成
と

同
じ
に
な
り
ま
す
。

■
負
担
額
　
一
部
負
担
金
（
1
日
に
つ
き
ー
、

1
0
0
円
）
だ
け
で
済
み
ま
す
。

■
問
合
せ
　
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

免
除
制
度
灘
麟
嬢
鑛
灘

　
　
　
　
　
　
　
の
お
知
蝶
簿

　
国
民
年
金
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
保
険

料
の
納
入
が
困
難
な
人
の
た
め
に
、
申
請
し
て

承
認
さ
れ
れ
ば
、
保
険
料
が
免
除
に
な
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
将
来
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
る
時
に
は
、
免
除
を
受
け
た
期
間
の
年

金
額
は
、
保
険
料
を
納
入
し
た
場
合
に
比
較
し

て
、
3
分
の
ー
に
な
り
ま
す
（
免
除
を
受
け
て

か
ら
1
0
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）
。

　
経
済
的
理
由
で
ど
う
し
て
も
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
滞
納
の
ま
ま
に
し
て
お
か

ず
に
、
国
民
年
金
係
の
窓
口
で
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
便
利
な

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
納
め
忘
れ
を
な

く
し
、
手
間
も
省
け
ま
す
。
手
続
き
は
預
金
口

座
の
あ
る
金
融
機
関
の
窓
口
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
　
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
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　購I　l睾　I

i　　　　　　　　　　　　ヨ　　　

閣　　i

旧
　　　l　　　l

　5月30日仕）～6月14日（日）の16日問、当間高原リゾートで

「第4回アイリスまつり」が開かれ、延べ約3万人の人出

がありました。春先の好天候でアイリスの開化が早まり、

期間の後半は残念ながらアイリスを少ししか見られません

でしたが、代わりにキンケイギク・ナデシコなどのワイル

ドフラワーが咲き誇り、来訪者の目を楽しませてくれまし

た。今回初めて登場したヘリコプター遊覧飛行には家族連

れが行列をなし、アイリスやプランター用ポット苗の栽培

のコツを教える「花づくり教室」にもたくさんの人が参加

していました。また、8月から新潟を会場に開催される「全

国都市緑化にいがたフェア」のキャンペーンレディー「グ

リーンスマイルズ」も参加し、フェアのP　Rを行いました。

簾
ξ
許
そ

．
鞭

あ
て
蓉
新
喜
劇
フ
ォ
ー
ラ
ム
座
公
演
「
銀

座
の
変
の
物
語
」
。
名
演
技
に
お
ひ
ね
り
が

飛
び
交
い
ま
し
た
。

鋪

蟹

鑛

　　　　　　　　　　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

7日（日）に行われた「ミス十日町雪まつり」写真撮影会。

フラワーガーデンの花をバックに大勢のアマチュアカメ
ラマンが参加しました。

全
市
的
活
動
で
信
濃
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る

　
信
濃
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る

会
の
総
会
が
6
月
4
日
㈲
、
ク

ロ
ス
ー
0
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
現

在
会
員
は
3
。
。
兆
地
域
住
輸

民
が
盛
り
上
げ
、
行
政
を
も
動

か
す
全
市
的
な
運
動
に
し
て
い
　
繁

き
た
い
」
と
い
う
樋
熊
清
治
会

長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
っ
た
総

会
で
は
、
9
年
度
の
事
業
実
績
・

決
算
を
承
認
。
続
い
て
1
0
年
度

事
業
と
し
て
、
夏
の
信
濃
川
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
ヘ
の
参
加
、
秋
の

芋
煮
会
・
自
然
観
察
会
開
催
、
1
1
月
に
は
建
設
省
本
省
・
J
R
本
社
へ

の
要
望
・
要
求
行
動
の
実
施
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
が
発
起
人
に
名
を
連
ね
る
広
域
署
名
活
動
（
中
魚
沼
水
資

源
対
策
協
議
会
で
実
施
）
を
7
月
下
旬
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
、
集
め

ら
れ
た
署
名
は
建
設
省
・
J
R
・
東
京
電
力
に
提
出
し
ま
す
。

地
方
か
ら
断
固
表
明
「
核
実
験
許
さ
ず
」

　
「
世
界
平
和
の
実
現
を
希
求

し
、
核
兵
器
廃
絶
を
願
い
、
4
4

年
問
平
和
運
動
を
続
け
て
き
た

十
日
町
市
民
は
貴
国
の
地
下
核

実
験
に
言
葉
を
表
せ
な
い
ほ
ど

の
衝
撃
を
受
け
た
。
核
武
装
に

よ
る
力
の
政
策
を
進
め
る
政
府

に
対
し
て
、
十
日
町
市
民
は
怒

り
を
込
め
て
抗
議
す
る
」
。
原
水

爆
禁
止
十
日
町
市
協
議
会
で

は
、
5
月
に
実
施
し
た
イ
ン
ド

と
パ
キ
ス
タ
ン
の
地
下
核
実
験

に
対
し
て
両
国
大
使
館
へ
抗
議
声
明
文
を
送
り
ま
し
た
。

　
6
月
9
日
㈹
、
市
役
所
で
開
か
れ
た
記
者
会
見
で
、
同
協
議
会
の
松
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　高規格救急車導入
十日町地域消防署に高規格救急車が導

入され、6月1日から運用が開始されて

います。この救急車は、車内から自動車

電話で患者の心電図を伝送（当面は十日

町病院のみ）して医師からの指示を受け

ることができるなど、高度な救命活動が

できます。

また、患者搬送中の上下振動を抑える

防振ストレッチャーや自動心臓マッサー

ジ器、静脈路の確保が行える設備など、

従来の救急車に比べて優れた設備が搭載

されています。さらに、2人の救急救命

士が乗車して、よりハイレベルな救命活

動が行われています。

あなたの手で守る大切な命一

救急法講習会開催
　「青空の下、子供たちがプールで遊ん

でいます。その時一人の子供がおぼれて

プールの底に沈んでしまいました。大人

たちが急いで引上げましたが、呼吸が停

止してグッタリしています。救急隊が到

着したのが10分後、ただちに心肺蘇生法

術を始めましたが、とうとう戻らぬ人と

なってしまいました…」

人間は、呼吸が止まってから8分以内

に適切な処置がなされないと、例外を除

いてほとんど生き返ることはありません。

救急隊が到着するまでの問に、だれかが』

自分の口を子供の口に当てて空気を送り

込んでやれば、おそらく子供は生き返っ

たでしょう。

もうすぐ夏本番、こんな悲しい出来事

をなくすために、あなたも救急法講習会

に参加しませんか。

■日　時　7月29日㈱午後6時～

■場　所　十日町地域消防署

■内　容　心肺蘇生法

　　　大出血時の止血法
■定　員　50人（先着順）

■受講料無料
■申込み　7月25日出までに十日町地域

消防本部（智57－1555）へ。

※防災ビデオの貸し出しも行っています。

希望する人は十日町地域消防本部予防

課へ電話で申し込んでください。

ま
ち
づ
く
り
に

　
　
　
　
　
役
立
っ
て
い
ま
す

　
皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
郵
便
局
の
簡
易

保
険
の
積
立
金
や
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の

積
立
金
は
、
公
園
や
水
道
施
設
な
ど
の
整
備

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
9
年
度
に
は
、
表
の
よ
う
に
十
日
町

市
総
合
公
園
、
簡
易
水
道
な
ど
の
整
備
に
こ

の
資
金
を
活
用
し
ま
し
た
。

◆簡易保険積立金還元融資事業

羅撚　　　　　　 燃
　慧i　縫　　　　溜輿譲
轍　懲鰍購灘難灘　黛

（単位：万円）

事　　　業　　　名 事業1腰した額 融資を受けた額

事公
　園
　緑
業地

十日町市
総合公園整備事業

十日町市緑道整備事業

4，000

2，000

1，500

　750

合　　　　　計 6，000 2，250

◆厚生年金積立金・国民年金積立金還元融資事業

　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

事　　　業　　　名 事業1腰號額 融資を受磯額

水沢中央地区簡易水道 2，359 1，440
簡
下条地区簡易水道 3，783 1，670

易
馬水地区簡易水道 1，141 880

水
道
鐙島地区簡易水道 1，594 200

事
飛二地区簡易水道 1，134 230

業
東下組地区簡易水道 1，050 940

八箇地区簡易水道 1億6，110 8，660

合　　　　　　計 2億7，171 1億4，020

　
　
欝

年年保

金金険

』▲

消
防
団
集
合
、
大
雨
に
備
え
て
水
防
訓
練

　
6
月
1
0
日
㈱
、
夜
7
時
3
0
分

か
ら
信
濃
川
右
岸
河
川
敷
（
妻

有
大
橋
上
流
）
で
十
日
町
地
域

水
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
雨
の
降
る
中
、
十
日
町
市
、

津
南
町
、
川
西
町
、
中
里
村
の

各
消
防
団
に
よ
る
堤
防
崩
壊
の

拡
大
を
防
ぐ
「
木
流
し
工
法
」
、

越
水
を
防
ぐ
「
改
良
積
み
土
の

う
工
法
」
、
河
川
維
持
管
理
業
者
㎜

に
よ
る
浸
食
や
洗
掘
を
防
ぐ
「
ブ

ロ
ッ
ク
投
入
工
法
」
の
順
番
に
　
㎜

訓
練
が
進
み
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
信
濃
川
工
事
事
務
所
、
十
日
町
土
木
事
務
所
、
各
市
町
村
、

消
防
署
、
消
防
団
の
約
2
4
0
人
。
投
光
器
に
映
し
出
さ
れ
る
各
訓
練

の
様
子
を
注
視
し
て
い
ま
し
た
。
「
水
防
は
、
地
域
の
守
り
、
地
元
の
仕

事
」
。
水
防
五
訓
の
一
つ
で
す
。

井
愛
美
会
長
と
村
山
三
枝
子
副
会
長
は
「
地
方
の
小
さ
な
都
市
か
ら
の

声
が
国
際
世
論
の
高
ま
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
い
、
声
明
文
を
送
り

ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
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脆り’98にいがた緑の

8月1日㊤～10月18日◎
花いっぱい、緑いっぱいの79日間。

「第15回全国都市緑化にいがたフェア」が開かれます。

新潟会場：県立鳥屋野潟公園
　　北陸自動車道・新潟中央1．Cより3分　新潟バイノ裏講霧灘i縷1．Cより5分

轟膿・・　黙轟が

新津会場：県立植物園
　北陸自動車道・新潟亀田1．Cより30分　磐越自動車道・安田1．Cより30分

　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　奪　　　　　　　部　　　　　欝　　　蕪
懇花　　欝　磯　纏嬢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
各
　
飾
夢

藷
翠
　
落
φ

縛
騰
轡
圃
縛

鋼闘駄湖

2，5⑧0

2，500

フ然1懸

2，50◎

3，200

高齢者

600

800

撫零学鑑

　　400

　　500

生校高

600

β⑧0

i太人

1，2⑫0

1，50⑧

前売鰻

当臼売矧

※高齢者は70歳以上が対象となります。

※ファミリー券は大人2人、小中学生1人のセット券で切り離
　し可能です。

※身体障害者手帳等の所持者と介護者1人は無料となります。

※未就学児は無料となります。

シャトルバス運行

新潟駅H新潟会場　新津駅H新津会場　新潟会場H新津会場

◎Ω撮惚麹0新潟会場謹鐵謹欝璽

あ
な
た
の
手
で
出
会
い
の
チ
ャ
ン
ス
を

と
お
か
ま
ち
夢
つ
あ
ぎ
バ
⊥
ア
ィ
ー

　
心
地
よ
い
秋
風
が
吹
き
、
色
と
り
ど
り
の
秋
の
花
が

咲
き
誇
る
「
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
」
。
そ
ん
な
中
で
大
い
に
語

ら
い
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
そ
し
て
心
に
残

る
出
会
い
を
。
大
勢
の
男
性
、
女
性
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
　
　
時
　
1
0
月
2
4
日
㈹
午
後
1
時
～
5
時

▼
会
　
　
場
　
当
問
高
原
リ
ゾ
ー
ト
「
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
」

▼
募
集
人
数
　
男
性
・
女
性
各
5
0
人

　
男
性
H
市
内
在
住
の
2
0
歳
以
上
4
5
歳
未
満
の
独
身
者

　
女
性
H
2
0
歳
以
上
の
独
身
者
、
市
内
外
を
問
わ
ず

▼
会
　
費
男
性
H
7
千
円
女
性
H
3
千
円
納

　
入
方
法
に
つ
い
て
は
申
し
込
み
受
け
付
け
後
、
別
途

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

　
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
「
と
お
か
ま
ち
夢
つ

　
む
ぎ
パ
ー
テ
ィ
ー
実
行
委
員
会
」
へ
。

▼
募
集
期
問
　
8
月
2
6
日
㈱
～
9
月
2
4
日
㈲

▼
問
合
先
　
と
お
か
ま
ち
夢
つ
む
ぎ
パ
ー
テ
ィ
ー
実

　
行
委
員
会
（
〒
9
4
8
－
8
5
0
1
千
歳
町
3
－
3
・

　
市
農
業
委
員
会
事
務
局
盈
5
7
1
3
1
1
1
）

緑の募金
　　　1，591，627円

　4月1日から5月31日まで行いま
した「緑の募金」は、多くの皆さん

のご協力により、1，591，627円の募金

をお寄せいただきました。

　この募金は㈹新潟県緑化推進委員

会を通じ、学校・公園などの緑化や、

緑化推進イベントなどの活動に役立

てられます。ご協力ありがとうござ

いました。

70



み
な
さ
ん
の
賞
品
で
妻
有
を
P
R

　
十
日
町
地
域
広
域
行
政
圏
（
十
日

町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
、

松
代
町
、
松
之
山
町
）
で
は
、
平
成

6
年
9
月
に
県
下
の
里
創
プ
ラ
ン
の

第
1
号
と
し
て
指
定
を
受
け
、
「
越
後

妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
」

の
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

構
想
は
、
地
域
の
自
然
や
歴
史
、
文

化
、
産
業
な
ど
の
様
々
な
資
源
を
再

発
見
し
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、

価
値
を
付
け
て
全
国
へ
発
信
し
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
①
ス
テ
ー
ジ
と
呼

ば
れ
る
6
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
に
建
設

さ
れ
、
交
流
の
拠
点
と
な
る
「
自
然

体
感
型
ふ
れ
あ
い
文
化
施
設
」
②
世

界
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加
し
て
3

年
に
1
回
開
か
れ
る
「
大
地
の
芸
術

祭
」
③
写
真
と
言
葉
で
妻
有
の
ス
テ

キ
を
発
見
す
る
「
越
後
妻
有
8
万
人

の
ス
テ
キ
発
見
」
④
道
の
整
備
や
圏

域
を
花
で
飾
る
「
花
の
道
」
の
4
つ

の
事
業
で
す
。

写
真
と
言
葉
で
つ
づ
る

　
　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
③
の
ス
テ
キ
発
見
事
業
は
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
で
、
今
年
8
月
か
ら
来

年
7
月
ま
で
の
1
年
間
行
わ
れ
ま
す
。

圏
域
内
の
み
な
ら
ず
全
国
に
応
募
を

呼
び
か
け
、
越
後
妻
有
の
ス
テ
キ
を

全
国
に
紹
介
し
、
知
名
度
を
高
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
普
通
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
と
は

違
い
、
圏
域
で
ス
テ
キ
と
感
じ
ら
れ

る
も
の
で
あ
れ
ば
何
で
も
可
能
で
、

写
真
と
添
付
さ
れ
た
説
明
文
が
審
査

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
ス

テ
キ
を
見
つ
け
た
思
い
に
俳
句
や
短

歌
な
ど
を
添
え
た
り
、
料
理
の
作
り

方
を
付
け
て
応
募
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
応
募
要
項
は
7
月
2
5
日
号
で

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
の
賞
品
は

楽
し
い
体
験
・
ア
イ
デ
ィ
ア

　
全
国
に
応
募
を
呼
び
か
け
る
た
め
、

賞
品
も
地
域
の
物
産
や
妻
有
で
し
か

味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
楽
し
い
体

験
な
ど
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
こ
ら
し
た

賞
品
が
用
意
で
き
れ
ば
と
、
左
の
表

の
よ
う
な
リ
ス
ト
を
案
と
し
て
考
え

て
み
ま
し
た
。
事
業
内
容
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
賞
品
を
無
料
で
提
供
し

て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
か
ら
の
連
絡
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
賞
品
は
、

「
越
後
妻
有
ス
テ
キ
マ
ッ
プ
」
に
掲

載
し
、
広
く
全
国
に
P
R
し
て
い
き

ま
す
。

●晋翻
會
「
究
極
の
食
」
賞
　
米
、
地
酒
、
ミ
ソ
、
も
ち
、
そ
ば
の
宅

　
配
會
「
大
地
か
ら
の
恵
み
」
賞
野
菜
、
山
菜
、
漬
け
物
の
宅
配

會
「
妻
有
パ
ウ
ス
」
賞
空
き
家
を
リ
ホ
ー
ム
し
て
住
む
権
利

會
「
温
泉
ま
る
ご
と
持
っ
て
け
」
賞
温
泉
に
招
待

會
「
実
り
の
木
オ
ー
ナ
ー
」
賞
　
桃
、
栗
、
柿
、
す
も
も
、
ブ

　
ド
ウ
な
ど

會
「
越
後
妻
有
の
す
べ
て
体
験
」
賞
　
・
妻
有
の
雪
体
験
ツ
ア

　
ー
ご
招
待
（
ほ
ん
や
ら
ど
う
、
雪
中
体
験
）
　
・
里
山
の
宝

　
教
え
ま
す
ツ
ア
ー
ご
招
待
（
山
歩
き
、
山
菜
・
き
の
こ
採
り
、

　
郷
土
料
理
）
　
・
妻
有
の
祭
り
体
験
ご
招
待
（
『
緒
に
な
っ

　
て
祭
り
に
参
加
）
　
・
農
業
体
験
ご
招
待
（
田
植
え
、
稲
刈

　
り
）

會
「
お
ら
家
か
ら
の
贈
り
物
」
賞
　
・
じ
い
ち
ゃ
ん
の
作
っ
た

　
竹
細
工
、
わ
ら
細
工
　
・
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
っ
た
郷
土
料
理

　
・
私
の
作
っ
た
ユ
リ
の
花
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
　
・
郷
土
芸
能
を

　
出
前
し
ま
す
　
・
減
反
た
ん
ぽ
で
ソ
バ
を
作
り
ま
し
よ
う

　
・
畑
1
反
歩
を
貸
し
ま
す
　
・
染
色
体
験
、
織
り
草
木
染
め

　
体
験

■問含せ・連絡先　越後妻有8万人のステキ発見事務局

　十日町地域広域事務組合企画振興課内

　　　　　　　　　　　　　燈57－2637　　FAX57－2285

項　　目 決算額（円） 主　　な　　説　　明

灘i委 託　　料 55，000，000 市委託料

難協 賛　　金 29，598，450 織物組合・建設業協会・企業・町内ほか
鞭事　業　収　入 19，183，214 広告料・花火協賛金・入場券ほか
…聾1雑 収　　入 6，318 預金利息

甜1繰 入　　　金 18，660 雪まつりグッズ特別会計繰入金

鞭 繰　　越　　金 1，086，571 第48回雪まつり繰越金

計　　仔） 104，893，213

鐸嚢総 務　　費 12，361，116 会議費・パレード・パネル製作費ほか

難i企 画　　費 47，842 企画書作成費
萎il、灘官＿　　伝　　費 5，622，568 スポット・ポスター・パンフレットほか

五

ミスコンテスト 1，822，421 ミスコンテスト諸費

イ　ベ　ン　ト 3，694，887 オープニングフェスティバル経費ほか

1響部 収　　　　　益 150，000 雪まつりキャラクター著作権料

ひ　　ろ　　ば 6，072，365 ひろば協賛費・いっぷく広場経費ほか鶴
i
タ難△

繊…

カーニバル 61，937，085 企画演出費・会場製作費ほか

雪の芸術展 5，111，355 賞金・賞品ほか

嚢灘費 交　　　　　通 2，124，004 交通警備費・案内看板製作費ほか

ツマリアンボール 316，614 賞品ほか

ウオークラリー 397，358 賞品ほか
1嚢、ll葦i…雪

運　搬　費 3，991，050 カーニバル会場雪運搬費
計　　（口） 103，648，665

　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　ま
　　　　　　　　　　　會　　　　　　　韓　　　　團轟　　測
　　慕

第

告

（イ）一（ロ）ニ1，244，548円〈第50回雪まつりへ繰り越し＞

　第49回十日町雪まつりは、2月20日㈹～

22日（日）の3日間盛大に開催され、成功のう

ちに幕を閉じました。冬季長野オリンピッ

クや天候の影響もあり、人出は昨年より少

ない延28万7千人でした。

　開催にあたっては、市民の皆さんをはじ

め、多くの事業所から協賛金をいただきま

した。決算は右の表のとおりです。ご協力

大変ありがとうございました。

77　平成10年6月25日号

　　　　…

　　　　§

l　l
i
i
l

1
…
｛

§
許
〔
多

1
起　

lF　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　…　　　　　　　　



　　　　　　　　　　　l
i
　
　
　

1
臣

き

藩
隼
i
　 蔓i
F

il1 ll　i

TOKAMACHI
みんなの声まちの声

　　嚢　霧譲難
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

欝
灘

人
と
人
を
結
趣
花

　　蕊　澗灘

蓮
に
棒
げ
る
生
涯

　　　戴　　撒

雛

ん
長
さ
部
ミ
人
　
婦
2

フ
会
沢

趨
水
簾んさ

表
　
代
正
会
町

　
蓮
　
養
　
屋
泉

間
ツ
半
二

●

　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　コココ　ロ　ロロロロロロ　り　　　　　　　　

i　　　7月25日号のテーマ
：　　　「本のある暮らし」

　夏は木陰の読書が似合います。本が

あって生活がある、そんな楽しみ方が

できる人はすてきですね。いつも公民

館図書室を利用している皆さんに「本

のある暮らし」をおたずねします。

◆投稿される方へ　はがきや来庁など

　いずれの方法でも構いません。なお

　誌上匿名は構いませんが、お名前、住

　所、電話番号だけは明記してください。

◆送付先　7月10日樹までに企画人事

　課広報広聴係（〒948－8501十日町市

　千歳町3－3　智57－3111内線213）

　
水
沢
の
国
道
沿
い
に
花
を
植
え
た
の
は
、
歩
道
の
拡
幅
工
事
が
き
っ
か

け
で
す
。
最
初
の
平
成
元
年
に
は
、
水
沢
商
工
会
の
青
年
部
と
私
た
ち
婦

人
部
の
総
勢
約
4
0
人
で
プ
ラ
ン
タ
ー
百
個
の
手
入
れ
を
し
ま
し
た
。
春
は

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
夏
は
サ
ル
ビ
ア
や
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
を
咲
か
せ
た
ん
で

す
よ
。
花
の
管
理
は
水
や
り
に
一
番
手
が
か
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
当
初
か

ら
水
や
り
と
冬
場
の
保
管
は
国
道
沿
い
の
家
々
に
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

　
プ
ラ
ン
タ
ー
が
5
百
個
に
増
え
た
今
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
温
か
な
気

持
ち
に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
む
人
が
気
持
ち
い
い
場
所
は
、
訪
れ
る

人
も
気
持
ち
が
い
い
は
ず
で
す
。
花
は
目
を
楽
し
ま
せ
、
心
も
豊
か
に
し

ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
が
花
植
え
作
業
に
参
加
し
て
く
れ
る
光
景
か
ら
、

花
は
人
の
輪
を
広
げ
、
心
の
中
に
も
咲
く
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
蓮
の
世
界
的
権
威
、
大
賀
一
郎
先
生
が
健
在
だ
っ
た
昭
和
3
5
年
、
「
十
日

町
大
賀
会
」
か
ら
の
喜
寿
祝
い
の
お
礼
と
し
て
、
先
生
み
ず
か
ら
が
小
泉

の
宝
泉
寺
と
ニ
ツ
屋
の
弁
天
池
に
二
千
年
蓮
を
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
以
来
私
は
3
8
年
問
に
わ
た
り
、
弁
天
池
と
蓮
の
管
理
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
管
理
は
雪
解
け
か
ら
始
ま
り
、
種
を
採
取
す
る
9
月
末
ま
で
気
が
抜

け
ま
せ
ん
。
こ
の
時
期
は
ほ
ぼ
毎
日
、
朝
4
時
か
ら
7
時
ま
で
と
、
日
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

の
管
理
作
業
を
続
け
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
蓮
に
惚
れ
込
む
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
大
賀
先
生
の
人
柄
に
加
え
、
蓮
の
花
言
葉
「
神
聖
・
平
和
・
結
婚
」

と
い
う
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
た
か
ら
で
す
。
二
千
年
蓮
は
放
っ
た
ま
ま
で

は
決
し
て
咲
き
ま
せ
ん
。
数
多
く
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
花
を
咲
か
せ

ま
す
。
た
だ
黙
々
と
、
生
涯
を
か
け
て
二
千
年
蓮
を
守
り
続
け
ま
す
。

⑳　　いちぱん’いいて

埼玉県春日部市備後東7－11－29（市内高田町5出身・51歳）池田雅幸さん

　
十
日
町
を
離
れ
て
3
0
余
年
。
今
で
も
時
々
夢

に
見
る
の
が
生
家
の
近
く
に
あ
っ
た
小
さ
な
杉

林
の
光
景
で
す
。
放
課
後
友
達
と
よ
く
出
か
け
、

「
肥
後
守
」
ナ
イ
フ
で
小
枝
を
切
っ
て
削
り
、

刀
に
し
て
遅
く
ま
で
遊
ん
だ
も
の
で
す
。
ま
た
、

近
所
の
学
童
が
大
勢
集
ま
り
、
陣
取
り
や
リ
レ

ー
に
興
じ
た
歓
声
は
今
で
も
脳
裏
職
轍
グ
ま
す
。

当
時
は
年
齢
の
異
な
る
子
供
が
大
勢
で
遊
び
回

る
こ
と
が
多
く
、
子
供
社
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
効
用
か
陰
湿
な
い
じ
め
や
登
校
拒
否
、

家
庭
内
暴
力
も
な
く
、
ま
し
て
や
オ
ウ
ム
や
酒

鬼
薔
薇
、
援
助
交
際
と
は
全
く
無
縁
の
、
大
人

に
も
子
供
に
も
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
時
代
で
し

た
。
も
っ
と
も
当
時
は
高
度
経
済
成
長
前
段
階

で
、
日
本
の
G
N
P
も
中
進
国
並
、
親
は
生
活

苦
を
日
々
嘆
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
が
。

　
杉
林
の
崖
下
と
信
濃
川
の
間
に
、
水
田
地
帯

が
南
北
に
細
長
く
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

中
を
流
れ
る
小
川
に
は
、
農
薬
が
大
量
に
散
布

さ
れ
る
以
前
の
1
9
5
0
年
代
後
半
こ
ろ
ま
で
、

蛍
の
大
群
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。
川
一
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
き

簾
漣
警
吋
騨
餉
鈴
繕
纏
蕪
響

繰
り
返
し
ま
す
。
映
画
「
蛍
川
」
で
は
、
蛍
の

大
群
が
画
面
い
っ
ぱ
い
に
群
舞
す
る
幻
想
的
な

シ
ー
ン
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
S
F
X
の

所
産
と
思
え
ば
、
い
さ
さ
か
味
気
な
い
で
す
ね
。

我
が
礁
羅
の
蛍
川
は
、
今
で
も
記
憶
の
中
に
紫

や
か
で
な
つ
か
し
い
光
を
放
っ
て
い
ま
す
。
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美
田
の
中
に
咲
く
四
季
の
花

鯖

　
　

灘蝶

柳　 貞さん
J　A十日町女性部南部支所長

　　高島2

あ
じ
さ
い
で
交
流
の
輪ん

表
さ
代
　
園
栄
公
ー

　
ヤ
徳
れ
根

　
じ
関

雲
あ
　
箇
南
八

　
鐙
島
地
区
を
一
直
線
に
延
び
る
幹
線
農
道
沿
い
に
、
黄
色
い
オ
オ
キ
ン

ケ
イ
ギ
ク
が
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
区
が
花
の
道
を
造
り
始
め
て

今
年
で
7
年
目
。
私
た
ち
J
A
南
部
支
所
の
女
性
部
と
老
人
会
を
中
心
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
季
節
の
花
々
を
咲
か
せ
て

き
ま
し
た
。
春
は
水
仙
か
ら
始
ま
っ
て
、
6
月
の
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ス
モ
ス

夏
か
ら
秋
に
は
サ
ル
ビ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
秋
桜
が
咲
き
乱
れ
ま
す
。

　
3
㎞
に
わ
た
る
花
の
管
理
は
小
人
数
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
作
業
は
大
変

で
す
が
、
嬉
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
作
業
に
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

て
く
れ
た
時
、
そ
し
て
花
を
見
た
人
に
「
美
し
い
で
す
ね
」
と
声
を
か
け

て
い
た
だ
い
た
時
で
す
。
そ
ん
な
時
は
疲
れ
も
吹
き
飛
び
ま
す
。

　
八
箇
あ
じ
さ
い
公
園
は
、
地
域
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
観
光
を
兼
ね
た

市
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
、
1
9
年
前
に
地
区
の
若
者
た
ち
の
手
で
造

成
さ
れ
ま
し
た
。
公
園
の
維
持
管
理
は
、
地
区
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
今
年
3
月
に
は
県
の
「
環
境
価
値
づ
く
り
百

選
」
に
選
定
さ
れ
、
名
誉
と
と
も
に
責
任
の
重
さ
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
株
数
は
約
－
万
4
千
。
日
本
ア
ジ
サ
イ
協
会
が
発
表
し
た
名
所

一
覧
に
よ
れ
ば
、
1
0
位
以
内
の
規
模
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
7
月
1

か
月
問
の
「
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
」
に
は
、
多
く
の
ス
ポ
ン
サ
ー
の
ご
協
力

で
、
ほ
ん
ぽ
り
飾
り
を
し
て
来
園
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
休
憩

所
に
は
雑
記
帳
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

責
脊桑グ企

ヴー

グ
㊥

△年で入社3年目、現在は登記簿調査の仕
7事をしています。実は登記の仕事は始め

て7か月目なんですよ。ようやく最近、仕事

の全体像が見えてきました。これからは、ま

ず測量士補を、次に測量士を目指します。会

社も昨年ll月に伊達の新社屋に移転しました。

恵まれた環境の中で、日々新たな気持ちで仕

事にのぞんでいます。

休　　日はビデオや音楽を幅広く鑑賞していま
　　す。最近見た映画の中では「ザ・エイジ

ェント」に感動しました。題材はアメリカン

フットボールでしたが、何事にも挫折から成

功へ立ち向かう姿には心を打たれるものです。

昨　　年の予選以来、ワールドカップサッカー
　　に熱中しています。普段は日本代表の応

援など思いもよらないのですが、今回は不思

議とテレビの前に釘づけになっています。4

年前のドーハの悲劇を乗り越えた日本代表が、

世界の強豪相手に立ち向かう姿と、同世代の

選手の活躍にとても勇気づけられています。

※仕事やスポーツ・結婚など自分の夢をきちんと描く喜多さ

　んの紹介で、次回は大渕将也さんにバトンタッチ。

　　　〆　　　脚ザ　　溜　鍵～惣

o　避！！ト　輪爵馳酒〆

、》9娩

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

つ㎜
東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

酔
銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
5
階

引
智
0
3
，
3
5
4
6
，
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

越
後
妻
有
郷
「
観
光
大
使
」

を
一
人
ひ
と
り
表
敬
訪
間

　
5
月
31
日
㈲
に
行
わ
れ
た
葛
飾

区
柴
又
の
帝
釈
天
で
の
「
柴
又
ま

つ
り
」
は
、
約
二
万
人
の
人
出
で

境
内
、
参
道
が
一
日
中
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
し
た
こ

の
お
祭
り
で
、
十
日
町
市
や
市
内

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
物

産
販
売
な
ど
に
よ
り
十
日
町
の
P

R
に
努
め
ま
し
た
。
中
で
も
、
大

好
き
十
日
町
会
と
J
A
十
日
町
が

魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
2
百
㎏
を
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
用
に
寄
付
し
ま
し
た
が
、

そ
の
つ
か
み
取
り
コ
ー
ナ
ー
に
は

境
内
の
外
ま
で
人
が
並
ぶ
ほ
ど
盛

況
で
し
た
。

　
お
祭
り
の
最
後
に
は
、
役
員
や

出
店
者
の
方
々
に
ご
あ
い
さ
つ
す

る
機
会
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

来
年
も
お
祭
り
で
再
会
す
る
こ
と

を
誓
い
合
っ
て
解
散
し
ま
し
た
。

　
お
祭
り
に
参
加
す
る
に
あ
た
っ

て
、
「
葛
飾
大
好
き
十
日
町
会
」
や

「
し
ら
ゆ
り
歌
謡
教
室
」
の
皆
さ

ん
か
ら
“
末
永
く
十
日
町
と
交
流

し
た
い
”
と
「
新
潟
県
十
日
町
市
」

と
名
入
り
の
テ
ン
ト
一
張
り
を
寄

付
い
た
だ
く
な
ど
色
々
と
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
昨
年
の
暮
れ
、
越
後
妻

有
郷
観
光
大
使
が
任
命
さ
れ
た
の

を
ご
記
憶
で
し
ょ
う
か
？
東
京
の

観
光
雑
誌
社
「
山
と
渓
谷
社
」
の

編
集
長
三
堀
裕
雄
氏
を
始
め
1
0
人

の
方
々
に
、
十
日
町
圏
域
6
市
町

村
を
新
し
い
観
光
地
と
し
て
全
国

に
P
R
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
お

願
い
し
た
も
の
で
す
。

　
今
年
4
月
に
新
し
く
赴
任
し
た

松
之
山
町
東
京
事
務
所
長
と
2
人

で
、
1
0
人
の
観
光
大
使
の
所
へ
表

敬
訪
問
を
始
め
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
方
も
「
妻
有
郷
に
は
す
ば
ら
し

い
素
材
が
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
等
が

あ
る
場
合
は
予
定
で
よ
い
か
ら
早

く
情
報
が
欲
し
い
」
と
好
意
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
6
月
1
2
日

早
朝
、
白
川
衆
議
院
議
員
の
政
策

秘
書
で
十
日
町
市
出
身
の
田
口
正

比
古
氏
が
5
0
歳
の
若
さ
で
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
地
域
が
大
変
お
世
話

に
な
っ
て
い
た
だ
け
に
非
常
に
残

念
で
す
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。
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相談コーナー

①定例行政相談　　　　7月10日働

②交通事故相談　　　　7月13日（月）

③巡回職業援助相談　　7月17日働

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時
　会場：高年齢者職業相談室

政
故
業
時
市
者
曜
時
高
談
日
日
時
市
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相

例
通
回
前
場
年
週
前
場
律
月

定
交
巡
午
会
高
毎
午
会
法

①
②
③
　
　
　
④
　
　
　
　
⑤
7月9日休）高橋信行弁護士

　　23日休）高橋賢一弁護士

午後1時30分～午後4時
会場：市役所市民相談室

電話で市民生活課へ要予約。

デレホフサーじス
圃十日町市観光情報

　　　　　　　　57ロ0500

圃くらしのダイヤル

　　　025－285－7000
7／6～7／13　家庭用の殺虫剤・防虫剤

　　　　の安全な使い方

7／13～7／21通信販売は広告を確かめ

　　　　て
7／21～7／27消費生活相談事例

　　　　～通信販売のトラブル～

7／27～8／3　引火しやすい着火剤に気

　　　　を付けて

轟
灘
難
響
か
け
ま
せ
ん
か

磯懸
第
1
0
回

　
　
駅
通
り
七
夕
ま
つ
り

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
付
大
竹
飾
り
や
園

児
の
か
わ
い
ら
し
い
短
冊
を
設
置
。
歩
行

者
天
国
（
露
天
夜
店
市
）
も
実
施
し
ま
す
。

初
夏
の
夜
を
駅
通
り
で
涼
み
ま
せ
ん
か
。

歩
行
者
天
国
で
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出

店
者
も
募
集
中
。
笏
期
問
H
6
月
2
3
日
㈹

夕
方
～
7
月
1
3
日
㈲
（
短
冊
設
置
は
6
月

25
日
㈲
～
）
雛
歩
行
者
天
国
H
7
月
1
0
日

働
・
n
日
㈹
午
後
7
時
～
1
0
時
（
雨
天
決

行
）
揚
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
申
込
み
”
ハ

ト
ヤ
（
盈
52
－
2
6
4
0
）
ま
た
は
ハ
ギ

ヤ
（
盈
52
－
2
8
3
9
）
へ
。

第
2
回
十
日
町
矯
正
展

刑
務
作
業
製
品
展
示
即
売
会

笏
日
時
H
7
月
1
8
日
出
・
1
9
日
㈲
午
前
1
0

時
～
午
後
5
時
（
1
9
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

霧
場
所
”
ク
ロ
ス
ー
0
笏
内
容
U
全
国
の
矯

正
施
設
約
3
0
施
設
か
ら
3
千
点
の
製
品
を

展
示
販
売
ω
家
具
製
品
（
タ
ン
ス
、
応
接

セ
ッ
ト
等
）
⑭
金
属
製
品
（
植
木
台
、
バ

ケ
ツ
等
）
㈹
革
製
品
（
靴
、
バ
ッ
グ
等
）

ω
木
彫
製
品
ほ
か
務
主
催
H
新
潟
刑
務
所

第
4
回
十
日
町
市
・
中
魚
沼

　
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
地
元
6
団
体
の
演
奏
の
ほ
か
今
年
は
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ョ
じ
ク
ン

国
出
身
の
女
性
オ
ペ
ラ
歌
手
張
瑠
さ
ん
を

迎
え
て
開
催
し
ま
す
。
笏
日
時
H
7
月
1
9

日
㈲
午
後
2
時
～
（
1
時
3
0
分
開
場
）
雛
場

所
H
川
西
中
学
校
体
育
館
笏
入
場
料
⊥
口
同

校
生
以
上
“
千
円

第
8
回
美
術
館
鑑
賞
ツ
ア
ー

笏
日
時
H
8
月
2
日
㈲
午
前
6
時
公
民
館

本
館
前
集
合
（
日
帰
り
）
霧
行
先
判
埼
玉

県
立
近
代
美
術
館
、
丸
木
美
術
館
、
埼
玉

県
立
博
物
館
笏
参
加
費
細
1
万
円
（
昼
食

代
含
む
）
務
定
員
H
9
0
人
（
先
着
順
）
笏

申
込
み
H
官
製
ハ
ガ
キ
に
第
8
回
美
術
館

鑑
賞
ツ
ァ
ー
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
公
民
館
本

館
第
8
回
美
術
館
鑑
賞
ツ
ア
ー
係
（
〒
9

4
8
1
0
0
2
2
学
校
町
1
盈
5
7
－
5
0

1
1
）
へ
。
7
月
1
0
日
働
必
着

雛

加
し
ま
せ
ん
か

　
　
懸

灘　　
　
　
　
こ
う
れ
い

7
月
の
幸
齢
大
学

霧
期
日
・
内
容
H
7
月
9
日
㈱
「
高
齢
者

介
護
、
施
設
で
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
」
（
講
師

“
太
田
正
義
さ
ん
）
、
2
3
日
㈲
「
地
域
の
中

の
高
齢
者
と
の
関
わ
り
」
（
講
師
“
星
名
武

男
さ
ん
）
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
7
時
3
0

分
～
獲
場
所
H
公
民
館
本
館
影
申
込
み
H

公
民
館
本
館
（
盈
5
7
i
5
0
1
1
）
へ
。

え
ぷ
ろ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

笏
日
時
H
7
月
8
日
㈱
イ
タ
リ
ア
ン
パ
ス

，
．
幽
轟

；繊

　
　
コ
ー
コ
ー

ほ
く
ほ
く
線
⑮

　
　
当
期
末
処
分
利
益

繊
　
　
　
8
千
2
百
万
円
の

　
北
越
急
行
㈱
で
は
6
月
1
2
日
働
、
ク
ロ
ス
ー
0
に
お
い
て
平
成
9
年
度
輸

送
実
績
と
決
算
に
つ
い
て
の
記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。

　
輸
送
実
績
で
は
、
年
問
総
輸
送
キ
ロ
数
（
旅
客
列
車
の
み
）
が
約
1
1

9
万
1
千
㎞
（
地
球
を
約
3
0
周
）
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
特
急
「
は
く
た

か
」
の
利
用
実
績
を
見
る
と
総
利
用
者
数
は
約
2
3
5
万
人
で
、
1
日
平

均
6
、
4
2
6
人
（
当
初
予
測
6
、
2
0
0
人
）
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

昨
年
8
月
2
5
日
に
は
乗
者
百
万
人
を
、
今
年
1
月
2
9
日
に
は
2
百
万
人
を

達
成
し
て
い
ま
す
。
普
通
列
車
の
利
用
実
績
は
総
数
で
約
7
5
万
人
、
1
日

平
均
2
、
1
0
0
人
（
当
初
予
測
2
、
9
0
0
人
）
で
当
初
予
測
を
下
回
り

ま
し
た
が
、
利
益
に
直
結
す
る
輸
送
密
度
（
1
㎞
当
た
り
何
人
乗
っ
た
か

の
数
値
）
で
は
8
9
4
人
（
当
初
予
測
8
0
8
人
）
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
輸
送
の
好
調
が
決
算
に
も
好
影
響
を
与
え
、
9
年
度
決
算
で
は

約
3
億
8
千
万
円
の
累
積
赤
字
を
一
気
に
解
消
（
当
初
予
測
は
9
年
後
）

し
、
当
期
末
処
分
利
益
8
、
1
8
2
万

8
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
記
者
会
見

の
席
上
、
大
熊
専
務
は
「
9
年
度
に
つ

い
て
は
開
業
が
3
月
で
固
定
資
産
税
が

か
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
法
人
税
に
つ

い
て
も
均
等
割
の
み
だ
っ
た
こ
と
が
大

き
い
。
来
年
度
か
ら
は
こ
れ
ら
税
金
が

か
か
り
ま
す
が
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
、

J
R
と
の
連
携
、
経
営
努
力
な
ど
に
よ

り
今
後
と
も
黒
字
経
営
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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タ
で
楽
し
い
ラ
ン
チ
、
2
2
日
㈱
レ
ン
ジ
で

簡
単
中
華
（
両
日
と
も
午
前
1
0
時
3
0
分

～
午
後
－
時
3
0
分
）
笏
場
所
口
東
北
電
力

㈱
十
日
町
営
業
所
纏
定
員
H
1
8
人
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
雛
参
加
費
H
5
百
円
笏

申
込
み
日
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

（
蝕
5
2
－
3
1
0
7
）
へ
。

ス
ポ
一
ー
ツ
・

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

◆
第
31
回
少
年
野
球
大
会

〃
日
時
”
8
月
1
日
ω
・
2
日
㈲
吻
場
所

H
総
合
公
園
野
球
場
、
信
濃
川
運
動
公
園

野
球
場
吻
チ
ー
ム
編
成
H
市
内
在
住
の
小

学
生
を
対
象
に
同
一
町
内
で
編
成
（
た
だ

し
同
一
町
内
で
編
成
で
き
な
い
場
合
は
隣

接
町
内
で
も
可
）
勿
参
加
費
H
ー
チ
ー
ム

　来春の学卒予定者やUターン希望者など、おお

むね30歳までの若年者を対象に、地元企業約30社

による求人・企業説明会を開催します。

纏日時＝7月22日㈱午後1時30分～午後4時
霧場所＝クロス10

纏間合せ＝ハローワーク十日町（盈57－2407）へ。

2
千
5
百
円
（
抽
選
会
で
納
入
）
吻
申
込

み
H
7
月
1
0
日
働
午
後
4
時
ま
で
に
総
合

体
育
館
へ
。
吻
組
合
せ
抽
選
会
H
7
月
21

日
㈹
午
後
6
時
～
（
武
道
館
に
て
）
吻
間
合

せ
H
総
合
体
育
館
（
智
5
2
1
4
3
7
7
）

へ
。

◆
町
内
対
抗
ナ
イ
タ
ー
野
球

〃
期
間
H
7
月
2
1
日
㈹
～
8
月
末
、
午
後

7
時
3
0
分
～
9
時
吻
場
所
H
総
合
公
園
野

球
場
吻
チ
ー
ム
編
成
H
市
内
在
住
の
一
般

を
対
象
に
町
内
単
位
で
編
成
（
た
だ
し
町

内
単
位
で
編
成
で
き
な
い
場
合
は
近
隣
町

内
と
の
編
成
可
）
砂
参
加
費
“
ー
チ
ー
ム

6
千
5
百
円
（
抽
選
会
で
納
入
）
吻
申
込

み
H
7
月
1
0
日
働
午
後
4
時
ま
で
に
総
合

体
育
館
へ
。
吻
組
合
せ
抽
選
会
H
7
月
1
5

日
㈱
午
後
7
時
～
（
総
合
体
育
館
に
て
）
砂

問
合
せ
H
小
林
繁
（
野
球
連
盟
事
務
局
智

57
1
4
5
0
8
）
へ
。

◆
米
国
コ
ー
チ
に
よ
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・

ス
イ
ミ
ン
グ
レ
ッ
ス
ン

　
ア
メ
リ
カ
最
強
と
い
わ
れ
る
サ
ン
タ
ア

ク
ア
メ
イ
ト
ク
ラ
ブ
所
属
の
田
中
清
美
コ

ー
チ
を
迎
え
て
水
泳
教
室
を
行
い
ま
す
。

吻
日
時
H
7
月
2
日
㈲
～
4
日
ω
吻
場
所

H
十
日
町
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
吻
内
容

月
レ
デ
ィ
ー
ス
コ
ー
ス
（
7
月
3
日
働
・

4
日
ω
午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分
）
成

人
コ
ー
ス
（
7
月
2
日
㈲
・
3
日
樹
午
後

7
時
3
0
分
～
8
時
4
0
分
）
各
コ
ー
ス
と
も

シ
ン
ク
ロ
指
導
と
4
泳
法
指
導
を
実
施
〃

参
加
費
“
大
人
4
2
0
円
、
中
高
生
3
1

0
円
（
会
員
無
料
）
吻
問
合
せ
・
申
込
み

H
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク

ー
ル
（
盈
5
8
1
3
3
4
3
）
へ
。

◆
第
3
2
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
第
8
回
十
日
町
市
民
水
泳
競
技
大
会

吻
期
日
H
8
月
2
日
㈲
午
前
9
時
～
午
後

3
時
吻
場
所
U
西
小
学
校
プ
ー
ル
吻
参
加

資
格
H
市
民
ま
た
は
市
内
に
勤
務
・
通
学

し
て
い
る
人
吻
参
加
料
H
一
人
3
百
円

（
保
険
料
含
、
申
込
時
納
入
）
吻
申
込
み

H
7
月
1
1
日
ω
ま
で
に
総
合
体
育
館
ま
た

は
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク

ー
ル
ヘ
。
吻
問
合
せ
ロ
阿
部
真
彬
（
費
52

－
5
0
0
5
阿
部
歯
科
医
院
）
へ
。
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レ
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子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辺
生

女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
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ト
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一
5

男
　
　
　
　
腿
瞠

目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ー
O
J

種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
・
下

各
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
以

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
し
生

部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
が
年

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
さ
4

泳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
宝
学

競
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
・
小

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
（

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
乙

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

種　目 自由形 平泳ぎ 背泳ぎ バタフライ

クラス　　　　m 25 50 25 50 25 50 25 50

小学4年生まで ○ ○ ○ O
小学5・6年生 O ○ ○ O
中学・高校生 ○ ○ O ○

一般（45歳未満） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般（45歳以上） ○ O O ○

◆
女
子
サ
ッ
カ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
大
会
参

加
者
（
チ
ー
ム
）
募
集

　
サ
ッ
カ
ー
を
愛
す
る
女
性
の
皆
さ
ん
、

み
ん
な
で
リ
ー
グ
大
会
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。
珍
期
間
H
8
月
～
1
0
月
吻
参
加
資
格

H
個
人
ま
た
は
チ
ー
ム
（
1
人
か
ら
で
も
、

ー
チ
ー
ム
ー
1
人
に
満
た
な
く
て
も
可
。
大

会
本
部
で
人
数
調
整
し
ま
す
。
）
吻
参
加
費

⑮

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

な
ご
み
の
家

　
　
　
　
　
ポ
レ
ポ
ー
レ

　
精
神
薄
弱
者
通
所
授
産
施
設

「
な
ご
み
の
家
」
は
、
塚
原
町
に

こ
の
4
月
に
完
成
し
た
ば
か
り
の

施
設
で
す
。

　
授
産
施
設
は
、
一
般
の
企
業
等

で
働
く
こ
と
の
困
難
な
心
身
障
害

者
を
対
象
に
、
働
く
場
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
作
業
や
生
活
訓
練

を
通
し
て
社
会
生
活
へ
の
適
応
能

力
と
自
立
（
自
律
）
心
や
生
活
技

術
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。

　
「
な
ご
み
の
家
」
は
定
員
4
0
人

で
す
が
、
現
在
4
2
人
が
自
宅
か
ら

通
っ
て
き
て
、
主
に
作
業
を
中
心

と
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

作
業
内
容
は
、
箱
折
り
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
部
品
を
並
べ
る
受
注
作
業

と
、
自
主
製
品
と
し
て
パ
ン
、
ク

ッ
キ
ー
、
木
工
品
や
手
芸
製
品
の

　
　
　
　
　
　
ま
き

ほ
か
、
木
炭
や
薪
な
ど
も
製
造
販

売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
主
製

品
の
販
売
や
地
域
交
流
を
目
的
と

し
た
売
店
・
喫
茶
「
ポ
レ
ポ
ー
レ
」

も
営
業
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
業
務
は
土
・
日
曜
日
が

休
み
で
す
が
、
喫
茶
「
ポ
レ
ポ
ー

レ
」
は
水
曜
日
が
定
休
日
で
、
土
・

日
曜
日
は
営
業
し
て
い
ま
す
（
営

業
時
問
は
平
日
午
前
1
0
時
～
午
後

5
時
、
土
・
日
曜
日
は
午
前
9
時

～
午
後
5
時
）
。
自
家
製
の
パ
ン
を

使
っ
た
ハ
ン
バ
ー
グ
サ
ン
ド
と
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
が
お
す
す
め
で
す
。

ぜ
ひ
お
気
軽
に
喫
茶
「
ポ
レ
ポ
ー

レ
」
に
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
喫
茶
店
の
隣
に
あ
る
会

議
室
は
一
般
開
放
も
行
っ
て
い
ま

す
。
各
種
研
修
や
会
議
、
個
展
な

ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ほ
か
に
、

障
害
者
の
ケ
ア
に
関
す
る
心
配
事

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す
る
相

談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

〈
お
願
い
〉

　
施
設
の
手
芸
作
業
で
今
流
行
の

魔
法
の
タ
ワ
シ
を
製
作
し
て
い
ま

す
。
コ
ッ
プ
洗
い
用
の
タ
ワ
シ
の

製
作
で
、
歯
ブ
ラ
シ
を
利
用
し
ま

す
。
も
し
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど

で
配
ら
れ
る
歯
ブ
ラ
シ
で
未
使
用

の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
寄
付

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
な
ご
み
の
家
（
智

　
52
1
5
2
1
2
）
へ
。
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l　

［羅

1
湘
き
慮

i

馴卜

嚢

H
無
料
吻
申
込
み
・
問
合
せ
H
庭
野
建
一

（
智
5
7
1
9
6
0
9
）
へ
。

◆
女
性
の
た
め
の
更
年
期
健
康
セ
ミ
ナ
ー

　
更
年
期
の
健
康
に
関
心
の
あ
る
人
や
、

お
悩
み
の
方
を
対
象
に
3
回
コ
ー
ス
の
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
〃
日
時
1
1
第
－
回
7
月
1
1

日
ω
午
前
9
時
30
分
～
1
2
時
、
第
2
回
7

月
2
5
日
ω
午
前
1
0
時
～
午
後
2
時
3
0
分
、

第
3
回
8
月
1
日
出
午
前
9
時
～
1
2
時
吻

内
容
1
1
第
1
回
講
話
「
か
ら
だ
と
心
に
つ

い
て
」
講
師
二
局
木
医
師
（
上
村
病
院
）

第
2
回
講
話
と
調
理
実
習
「
骨
粗
し
ょ
う

症
予
防
・
尿
失
禁
予
防
」
第
β
回
講
話
「
い

き
い
き
夫
婦
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

講
師
日
二
瓶
武
子
さ
ん
（
思
春
期
相
談
員
）

砂
場
所
”
十
日
町
保
健
所
吻
定
員
“
2
0
人

吻
申
込
み
H
7
月
6
日
㈲
ま
で
に
十
日
町

保
健
所
（
塚
原
町
智
57
i
2
4
0
0
）
へ
。

◆
心
の
健
康
相
談

〃
日
時
0
7
月
1
4
日
㈹
午
後
1
時
30
分
～

午
後
3
時
吻
場
所
H
市
保
健
セ
ン
タ
ー
吻

担
当
医
”
山
下
医
師
（
中
条
病
院
）
問
合

せ
H
十
日
町
保
健
所
ま
た
は
健
康
福
祉
課

保
健
予
防
係
へ
．

◆
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
賞
募
集

　
高
齢
者
や
障
害
者
を
は
じ
め
、
す
べ
て

の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
団
体
や
個
人
を
表
彰
し
ま
す
。

修
応
募
方
法
H
健
康
福
祉
課
障
害
援
護
係

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
自
薦

他
薦
問
わ
ず
。
脅
応
募
締
切
“
7
月
2
1
日

㈹
砂
問
合
せ
H
十
日
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ

i
（
県
総
合
庁
舎
内
盈
57
1
5
5
1
7
）

ま
た
は
健
康
福
祉
課
障
害
援
護
係
へ
。

◆
市
民
プ
ー
ル
「
パ
ー
ト
職
員
」
募
集

　
7
月
1
7
日
㈹
～
8
月
31
日
㈲
の
市
民
プ

ー
ル
開
設
期
間
中
、
事
故
の
な
い
ス
ム
ー

ズ
な
運
営
を
図
る
た
め
監
視
等
に
あ
た
る

パ
ー
ト
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
吻
資
格
条

件
”
①
1
8
歳
～
2
9
歳
ま
で
の
明
る
く
健
康

な
男
女
（
高
校
生
除
く
）
②
で
き
る
だ
け

継
続
し
て
勤
務
で
き
る
人
③
経
験
不
問
⑳

募
集
人
数
“
若
干
名
吻
勤
務
時
間
”
午
前

8
時
3
0
分
～
午
後
7
時
3
0
分
（
8
月
1
3
日

内
以
降
は
午
後
6
時
3
0
分
ま
で
）
の
時
間

帯
を
交
替
勤
務
多
申
込
み
H
7
月
3
日
㈹

ま
で
に
履
歴
書
持
参
の
う
え
総
合
体
育
館

（
費
52
1
4
3
7
7
）
へ
。
受
付
時
に
面

接
を
実
施
．

◆
教
科
書
展
示
会

　
n
年
度
に
使
用
さ
れ
る
小
・
中
・
高
等

学
校
の
教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。
吻
日
時

11

6
月
2
6
日
㈹
～
7
月
1
0
日
㈹
（
第
2
土

日
曜
を
除
く
）
午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
土

曜
は
正
午
ま
で
）
吻
場
所
H
十
日
町
教
科

書
セ
ン
タ
ー
（
十
日
町
中
学
校
内
）

二輪車の安全な乗り方を
　　　　　　身に付けましょう

　二輪車を運転するときは、その特性を意

識して安全運転に努めましょう。

※みんなで暴走族を追放しましょう

暴走をしない
させな：い

見に行かない

※夏の交通事故防止運動
　～7月22日㈱から7月31日箇までの10日間～

〈運動のスローガン〉

　暑い夏　いねむり・暴走　事故のもと

　交通事故を減少させるためには、市民一

人ひとりが交通ルールを守り、思いやりと

譲り合いの心を持って行動することが何よ

りも大切です。

※高齢者を

　　交通事故から守る県民運動
〈スローガン最優秀作品〉

　ひろげよう長寿社会へ無事故の輪

市内の5月中の交通事故発生状況（）累計

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

10年 14（83） 18（93） 0（0） 41（265）

9年 17（80） 24（91） 0（2） 42（214）

　●

い
よ
い
よ
7
月
1
目
㈱
か
ら

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
情
報

～
利
用
に
は
登
録
講
習
会
の

　
　
受
講
が
必
要
に
な
り
ま
す
～

　
　
　
　
　
　
　
（
予
約
受
付
中
）

　
お
な
か
の
気
に
な
る
お
父
さ
ん
、

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し
た
い
奥
さ
ん
、

運
動
不
足
で
お
悩
み
の
あ
な
た
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。　
ま
た
、
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー
な
ど

各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
体
力
の
向

上
に
も
最
適
で
す
。
現
在
、
利
用

に
必
要
な
登
録
講
習
会
の
受
講
予

約
を
受
付
中
で
す
。
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
た
と
え
ば
こ
ん
な
マ
シ
ン
が
…

　
…
エ
ア
ロ
パ
イ
ク
ー
2
台
を
完
備

　
全
く
運
動
を
し
て
い
な
い
人
で

も
高
齢
者
で
も
、
し
っ
か
り
と
運

動
時
の
脈
拍
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、

無
理
な
負
荷
を
か
け
ず
、
安
全
に

楽
し
く
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
運
動
が
で

き
ま
す
。

　
さ
あ
、
あ
な
た
も
エ
ア
ロ
バ
イ
ク

で
体
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

⇒招コ～24田（程日会習講蟄圃跡梱ガ』閣フ國オ■▼総
勢
1
0
人
の

　
　
　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
私
た
ち
が
あ
な
た
の
体
力
ア
ッ

プ
を
優
し
く
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ん
刈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
さ
戸
ユ

オープン前　登録講習会
　　　（6／24～6／29）

オープン後　登録講習会
　　　（7／1～8／31）

25㈱i26繊27（釧28（臼〉i29嶋） 日・祝陶・水・金i火・木・土

9＝30～10130 O　i　O　i　O　i　O　i　O O　i　i
11100～12：00 O　i　O　i　O　i　O　l　O ：　　　　：

I　　　　　　　　　　　　　　I

13130～14：30 O　i　O　i満員i　O　i満員14：0署5100i　iO

15＝00～16100満員i満員i　O　i　O　i　O i　O　i

18：30～19：30 満員i　O　i　O　i　　i　O i　i　O
20100～21：00満員1O　i　O　i　　i　O i　O　i

インストラクター　主任インストラ

岡田真弓さん　中山修志
「私たちと一緒にいい汗流しましょ

76



健康福祉課智57－3111鑑愈麟博顧ゑ勅圃齪』ヨ本一の健康都市づくり

日
本
脳
炎
予
防
接
種

　
　
i
7
月
の
日
程
－

多
該
当
す
る
子
供
一
接
種
日
現
在
満
3
歳

～
7
歳
半
未
満
の
子
⑳
問
合
せ
1
1
健
康
福

祉
課
保
健
予
防
係
へ
。
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ま

＞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
の

程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
さ

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
だ

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
追
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
追
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

灘P象鍵　鷹 縷i穫溜醗懸㈱ 嚢獄
購闇
麟錫

塗園麟 馨鰯麟

下条・中条・東下組小学校区 7月2日㈲ 7月9日休） 午
後
1
3
0
～
2
3
0

保
健
セ
ン
タ
1

川　治小学校区 7月10日㈹ 7月17日㈹

吉田・東小学校区 7月14日（幻 7月21日（幻

水沢・飛一・飛二小学校区 7月23日（木） 7月30日（木）

※
詳
し
く
は
市
報
5
月
2
5
日
号
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
マ
　
　
　
マ

八
ロ
ー
M
a
M
a
ス
ク
ー
ル

　
健
康
で
丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
育
て

て
い
く
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

φ
日
時
“
7
月
8
日
㈱
午
後
1
時
3
0
分

～
、
7
月
1
7
日
働
午
前
9
時
1
5
分
～
（
い
ず

れ
も
2
日
間
コ
ー
ス
）
φ
場
所
U
保
健
セ

ン
タ
ー
吻
内
容
H
歯
科
検
診
、
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
指
導
、
栄
養
指
導
ほ
か
吻
対
象
目
平

成
1
0
年
3
月
2
日
～
6
月
2
4
日
の
間
に
妊

娠
届
を
し
た
人
吻
参
加
費
H
無
料
吻
そ
の

他
H
対
象
者
に
は
通
知
し
ま
す
。
6
月
2
9

日
を
過
ぎ
て
も
通
知
が
な
い
人
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

市
民
保
健
講
座

　
市
民
の
健
康
増
進
を
目
的
に
講
座
を
開

き
ま
す
。
φ
日
時
”
7
月
1
3
日
㈲
午
後
1

時
3
0
分
～
午
後
3
時
（
受
付
午
後
1
時
～
）

吻
場
所
H
中
条
病
院
会
議
室
吻
講
師
H
精

神
科
医
長
・
山
下
正
廣
先
生
砂
テ
ー
マ
H

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
い
て
吻
定
員
H

30
人
吻
受
講
料
H
3
百
円
吻
申
込
み
H
7

月
1
0
日
働
ま
で
に
中
条
病
院
医
事
課
登
坂

（
盈
5
7
－
3
0
1
8
内
線
1
2
7
）
へ
。

酒
害
の
相
談

吻
日
時
“
7
月
1
7
日
囲
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
⑳
場
所
H
十
日
町
保
健
所
多
問
合
せ

一
十
日
町
保
健
所
（
智
5
7
1
2
4
0
0
）

ま
た
は
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

断
酒
友
の
会
十
日
町
例
会

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
や
お
酒
で
体
調
を
こ

わ
し
て
い
る
人
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

断
酒
し
て
い
る
人
が
集
い
、
自
分
の
体
験

談
を
語
り
な
が
ら
断
酒
を
継
続
し
ま
す
。

φ
日
時
“
7
月
2
5
日
㈲
午
後
7
時
～
9
時

吻
場
所
H
公
民
館
本
館
（
第
1
集
会
室
）

吻
問
合
せ
“
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

へ
。

7月の休日救急医

巻医院（川西町）奮68－2018

病院（津南町）盈65－3161

科医院（山本町1）奮52－7066

医院（下条中央通り）盈55－2003

病院　（中里村）盈63－2111

　
ワ
／
　
　
Ω
り

　
ワ
／
　
　
¶
↓

　
Ω
U
　
O

　
り
∠
　
　
う
0

　
　
ロ
　
　
　

　
6
6
57

　
奮
暦

　
　
　
　
　

　
町
原

　
南
　
津
北

　
（
　
　
（

日
の
院
院

海
　
医
病

医院（川原町）盈52－2957

固
〉
㎜
欝
㎜
齢
閑
贈
論
鳩

田
翻

むし歯のないよい歯の子
　5月の3歳児健診を受けた子24人

者
平
人
　

一
　
賢
昭
夫
祐

護
　
　
　
修
　
　
孝
　
　
　
　
　
　
孝

保
昭
和
　
修
　
正
義
郁
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
1
　
3
　
1
　
　
　
　
2
　
　
，
　
　
　
3
　
3

所
西
町
F
1
町
5
葉
島
町
野

住
翻
誰
覗
稲
翻
岩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
加
奈
紀
唯
や
彩
碧
来
義
衣
樹
希

子

の
有
あ
愛
未
達
麻
優
優

歯

い
橋
澤
山
沢
澤
山
玉
田
林
藤

よ

　
高
相
村
宮
伊
村
児
恩
小
佐

7月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰誓児／

16日
体）

午後1時10分

　～1時45分
7年1月
生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

15日
（水）

午後1時10分

　～1時45分
9年1月
生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

22日
休）

午後1時10分

　～1時30分

10年3月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
21日
（幻

午前9時30分

～10時15分

7年12月

8年1月
生まれの幼児

10か月児
身体測定

28日
（殉

9年9月
生まれの乳児

麟錨希〕

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
　児健診は尿検査もあります）
※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞

　腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
　祉課に取りに来てください。

※平成7年2月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。8月の
検診対象者に検査セット等を送付しますので、7月15
　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課健康増進係ま
　で連絡してください。

7月の健康相談
会　場 期日 時　　　間

保健センター 6・13・27（月〉 午前9時～11時30分

川治地区公民館
14日（幻

午前9時～11時30分

北 和　会 館 午後1時30分～4時

就業改善センター

16日㈱

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

水沢地区公民館
17日㈹

午前9時30分～11時30分

平 成 園 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を！
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。
※問合せ＝健康福祉課健康増進係

7月の献血車
◆全血献血　7日（幻（終日）中条地区公民館

　　　　　　22日㈱（終日〉十日町専門店会

＊受付時間　午前10時～正午、午後1時～3時

◆成分献血　8日㈱（終日）十日町建設会館

　　　　　　22日㈱（終日）十日町市役所

＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に電話

　で申し込んでください。所要時間は約60分です。
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　1997年1月、コモ市役所で可能性があれば両市の問でサ

ッカー交流をしたいと提案したことは正しい選択でした。

これから2002年に向かbて日本でもサッカーへの興味がま

すます高まると思ったからです。コモ市長はすぐにその希

望を受け入れ「コモ　サッカーカップに十日町市のサッカ

ーチームも参加じでください」と答えました。こうしてコ

モ・ザッカーカップ参加への物語が始まりました。

　この大会はコモ市で毎年行われる国際少年サッカー大会

です。そして、川治小学校は日本で初めての参加となりま

す。子供たちはホームステイをしながらコモの家庭と触れ

合い、サッカーの試合にも参加します。大人になっても一

生忘れないすばらしい体験ができることでしょう。

　私が2年間教える間に子供たちは少しずつイタリアに興

味を持ち、行ってみたいという夢を抱き始めました。その

夢が実現したのです。私は母国イタリアが川治の子供たち

の夢や期待を裏切らないことを願っています。私も子供た

ちと一緒にこの夢を追いかけることができるのをうれしく

思います。子供の夢を実現させてやることは大人にとって

最高の喜びです。それじゃみんなでがんばってきます。

※日本語訳は国際交流員アドゥア・カスターニョさん。イタリア語の

翻訳等の相談がある方は企画人事課広報広聴係へご連絡ください。

かたつむり
　　　　十高マン研
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地域との連携活動
一トライアルin中条～

中条中学校

漏．27
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　中条中学校では、5月15日の創立記念日

に福島竹作互親会長（後援会長）から「50

年前」という演題で記念講演をしていただ

いた後、「トライアルin中条」という学校

から枯木又を経由して菅沼までの校区内23

kmを歩き抜くという行事を行いました。

　この行事は、日ごろお世話になっている

地域の人たちとあいさつなどを通じて触れ

合いを深め、中条地区のすばらしい自然を

歩くことによって、感動する心や他人を思

いやる心など、豊かな人問性とたくましく

生きる力を育てることを目的に実施したも

のです。

　快晴の中、ほぼ全員の生徒が無事目的地

の菅沼にゴールしました。この活動の中で

PTAの方々、地域住民の方の温かい声援

や水を提供してくださるなどの絶大なご協

力に感謝するとともに、改めて地域連携活

動のすばらしさを感じました。
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れ
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れ
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